別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：畜産振興費
	事業名:担い手育成畜産技術高度化促進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　農政部　畜産課　養鶏養豚担当　電話番号：058-272-1111（内2876）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11437@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：2,016千円（前年度予算額：2,016千円）

	事業内容


	１　事業の内容


経営感覚に優れた生産性の高い畜産経営体を育成するために、高度な畜産技術に精通した（社）中央畜産会が認定する資格である「畜産コンサルタント」を職員に有する（社）岐阜県畜産協会へ畜産経営体に応じた指導業務を委託する。

・地域における指導相談窓口の設置
・畜産経営体の個別支援指導

・地域畜産経営指導体制の支援指導のための優良経営発表会の開催
・畜産経営全国データベースの活用した畜産経営支援指導

・畜産経営関係情報の収集及びホームページ等による情報提供
	２　所要経費


・委託費　2,016千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

　　２　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる

　　　○農業の担い手を育成・確保する
	２　これまでの取組状況


・地域相談窓口の設置（県内１０カ所）
・畜産経営に係る個別支援指導の実施

　平成22年度畜種別支援指導件数　　　　　　　　　　　（戸）
	酪農
	肉用牛
	養豚
	養鶏
	計

	
	繁殖
	肥育
	一貫
	
	採卵
	肉用
	

	７
	９
	０
	１
	５
	１
	２
	２５


	３　これまでの取組に対する評価


・畜産経営体が抱える経営上の課題について、相談窓口を明確にし、相談を受け付ける体制を整備し、担い手支援の充実化が図られた。
・平成22年度は、県内25戸の畜産経営体に対して、畜産コンサルタントによる個別指導を実施し、地域の畜産の担い手となる中核的経営体の育成を図った。
	１月２０日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度

予算額
	2,016
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,016

	要求額
	2,016
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,016

	1月20日時点査定額
	2,016
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,016

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


